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【はじめに】創薬の効率化やテーラーメイド医療の発展にむけて固体表面上に生体分子をパター

ニングしたバイオチップの研究に注目が集まっている。我々の研究室では固体表面への生体分子

の吸着のパターニング手法としてサファイア表面を用いたタンパク質の選択的な吸着について報

告してきた[1]。本研究では強誘電体でありマイクロスケールの分極パターンを有するタンタル酸

リチウム(LiTaO3)に着目し、タンパク質をより選択的にパターニングすることを目的とした。本発

表では LiTaO3基板の相分離構造の AFM(原子間力顕微鏡,Atomic Force Microscope)観察について報

告する。 

【実験】生体分子の選択的吸着機能を付与するために、予め自発分極ドメインを有する LiTaO3基

板を用意した。用意した LiTaO3基板の自発分極ドメイン構造を AFMで観察するため、500℃で 5

時間大気中熱処理をした。AFM観察においては形状像と摩擦像を同時に観察した。 

【結果】Fig. 1 に大気中処理前の AFM形状像と摩擦像を示す。摩擦像を見ると基板全体で均一な

摩擦力を示していることが分かる。Fig. 2 に大気中で 5時間熱処理を行い測定した AFM形状像と

摩擦像を示す。基板中にマイクロスケールのドメインが出現し、それに対応するように摩擦像で

もドメインが出現したのが分かる。大気中における摩擦像は表面の吸着水量を示しており、明る

い部分は親水性、暗い部分は疎水性を示している。この結果から、タンパク質をドメインごとに

特異的に吸着させる基板として有望であると考えられる。 

 また、LiTaO3のキュリー温度(610℃)以上で加熱するとこの特徴的な構造は破壊されるというこ

とも確認した。 
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Fig. 1  AFM image of LiTaO3 surface.         Fig. 2 AFM images of LiTaO3 surface after                

(a) Topography (b)Frictional force image                  annealing in air (5 hours). 

                                              (a) Topography (b)Frictional force image 
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